





















  第一節   はじめに 
第二節  仁斎の日常から見た自他の関係性 
第三節 「道」の解釈と機能 
第四節 「実学」としての「学問」 
第五節   おわりに 
 
第二章 伊藤仁斎における「善」・「悪」・「過」 
第一節  はじめに 






第四節  おわりに 
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第三章 伊藤仁斎の学問観 
 第一節   はじめに 
第二節  「性」、「道」、「教」の再解釈から 
第三節  学問の方法 ―「意味」と「血脈」― 
第四節  「道統」と「意味」・「血脈」 





 第一項 「自取の道」 
 第二項 「正命」と「非正命」 
第三節 古義堂における天命論の展開 
 第一項 刊本『天命或問』 
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道の不一致は為政者の「人事」と「時世の変」によるものと論証している。こうした「天
命」解釈における東涯の政治的な関心の強さが読み取れる。 
第四節では、仁斎の思想が、社会倫理的な則面と、それを根柢から支える超越的な視点を
ともに持っていると、結論づけた。 
以上の考察から、本論文は伊藤仁斎の思想は、社会倫理思想が、超越性（「上達の光景」）
との鋭い緊張関係を保ちながら展開されたものであると結論づけたい。 
